
ローカルNGOのグローバルな活躍 
～アフリカゾウとの共存をめざすタンザニア人の挑戦～ 

 今日のアフリカでは、たくさんの非政府組織（NGO）が活動しています。そのなかには、地域が直面してい

る問題を解決し、社会の発展を実現するためにアフリカ人が自ら設立したローカルな組織もあります。 

 今回のセミナーでは、ローカルNGOを立ち上げたタンザニア人を招きます。なぜ、どのようにNGOを組織

し、どのような活動をしているのか、ローカル、ナショナル、そして、グローバルに働くことにどんなやりがいや

チャレンジを見いだしているのかといったことを話してもらいます。彼が活動しているのは、「野生の王国」と

して世界的に有名なタンザニアのセレンゲティ。今、日本からの支援も受けて取り組んでいるのは、アフリカ

ゾウと共存していくための住民主体の仕組み作り、その名も「ハッピーハニー・チャレンジ」です。 

［主催］ 東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所基幹研究「アフリカ文化研究 

          に基づく多元的世界像の探求」 

［共催］ （特活）アフリック・アフリカ、日本アフリカ学会関東支部 

［問い合わせ］ aaafrica2011@gmail.com    ［URL］ http://www.aa.tufs.ac.jp/~africa/ 

公開セミナー「アフリカ入門」 

［日時］ 7月7日（月）18:00～20:00 

［場所］ 東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所 

           3階セミナー室（301） 

［備考］ 入場無料、予約不要 

［講 演 者］ ダミアン・トビアス・マゴリ（セレンゲティ
開発調査環境保全センター） 

［使用言語］ 英語・日本語（講師は英語のみ使用、司会が

逐次日本語に通訳） 
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